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CLOSE UP

課題解決ワークショップ
OMICHI ACADEMY

世界理学療法連盟学会
第57回 日本小児神経学会

ヘルスケア分野で必要なマネジメントスキルを身に付け、組織強化をめざす

OMICHI SCRAMBLE

ボバース記念病院 看護部新人歓迎会
脳梗塞・脳出血の再発予防に関する勉強会を実施
INFORMATION

森之宮病院小児神経科小倉加恵子医師の研究が科学研究費に採択
森之宮病院心臓血管外科加藤雅明部長が朝日放送「おはよう朝日」に出演
森之宮病院が在宅療養後方支援病院になりました



CLOSE UP

　
2
0
0
6
年
の
森
之
宮
病
院
・
森
之
宮
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
を
契
機
に
、こ
の
10
年
間

で
全
職
員
の
５
分
の
１
に
あ
た
る
2
0
0
名

も
の
職
員
が
新
た
に
入
職
し
、そ
れ
に
伴
い

新
人
管
理
職
が
増
加
し
ま
し
た
。「
早
め
に
対

応
す
れ
ば
問
題
を
防
ぐ
こ
と
や
最
小
限
に
で

き
た
の
に
と
思
う
よ
う
な
相
談
が
増
え
た
と

感
じ
ま
し
た
」と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー

の
宮
井
副
理
事
長
は
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、研
修
を
発
案
し
た
天
野
常
務
理

事
は
、「
国
の
医
療
・
介
護
費
の
抑
制
策
、チ
ー

ム
医
療
、患
者
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

等
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、一
般
企
業
と

同
じ
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
学
ぶ
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
法
人
の
内
部
構
造
や
外
部
環

境
の
変
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
、パ
ス
カ
ル

社
の
協
力
を
得
て
、課
題
解
決
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

2010年から管理職を対象とした「課題解決ワークショップ」を実施しています。今回は本ワーク

ショップが企画された背景や研修までの流れ、研修内容、今後の展開をご紹介します。

ヘルスケア分野で必要なマネジメントスキルを身に付け、組織強化をめざす

課題解決ワークショップ

法
人
の
内
部
構
造
や
外
部
環
境
の

変
化
を
機
に
体
系
的
研
修
を
企
画

　
研
修
導
入
時
の
管
理
職
の
能
力
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、法
人
内
か
ら
40
名
の
主
任
・
科

課
長
が
選
ば
れ
、ト
ラ
イ
ア
ル
版
の
研
修
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
れ
ら
の
受
講

者
の
中
か
ら
10
名
が
選
抜
さ
れ
、1
年
間
の

全
主
任・科
課
長（
計
１
４
６
名
）に

４
日
間
の
研
修
を
実
施

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
後
、正
式
に
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
3
年
10
月
か
ら
は
、主
任
・
科
課
長

1
4
6
名
全
員
に
対
す
る
4
日
間
の「
課
題

解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
名
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
2
人
1
組
で
講
師
を

務
め
、各
回
10
名
前
後
の
受
講
者
が
4
日
間
、

論
理
的
思
考
方
法
や
ツ
ー
ル
等
の
手
法
を
用

い
た
課
題
発
見
か
ら
分
析
、解
決
策
の
立
案

を
学
び
ま
し
た
。

　
課
題
解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
１
日
目

は
、課
題
発
見
を
学
び
ま
す
。「
現
状
」と「
目

標
」の
ギ
ャ
ッ
プ
が「
問
題
・
課
題
」と
な
る
た

め
、正
確
な
現
状
分
析
と
適
切
な
目
標
設
定

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
２
日
目
は
、課
題
分
析

の
ス
テ
ッ
プ
に
入
り
ま
す
。「
M
E
C
E

（
ミ
ッ
シ
ー
、も
し
く
は
ミ
ー
シ
ー
）」や「
ロ

ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
」の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、モ
レ

な
く
ダ
ブ
り
な
く
問
題
の
原
因
を
抽
出
す
る

方
法
を
学
び
ま
す
。
３
日
目
は
、課
題
分
析

ツ
ー
ル
で
あ
る「
2
軸
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」や

「
プ
ロ
セ
ス
分
解
」を
学
び
、様
々
な
ツ
ー
ル

を
駆
使
し
、問
題
の
真
の
原
因
で
あ
る「
真

因
」を
特
定
し
ま
す
。
最
終
日
の
４
日
目
は
、

特
定
さ
れ
た
真
因
の
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、そ
れ

ら
の
ア
イ
デ
ア
を

評
価
し
て
、実
行

プ
ラ
ン
を
作
る
流

れ
を
学
び
ま
す
。

以
上
の
４
日
間
の

研
修
を
2
0
1
4

年
10
月
ま
で
に
全

受
講
者
に
対
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

（ロジックツリー）

森之宮病院
リハビリテーション部
言語療法科副部長
椎名 英貴トレーナー

森之宮病院
看護部副部長
正壽 佐和子トレーナー

森之宮病院
看護部副部長
柴田 まゆみトレーナー

森之宮病院
看護部副部長
福井 真理子トレーナー

帝国ホテルクリニック
企画広報部課長
貝塚 鉄平トレーナー

森之宮病院
看護部科長
舘川 靖子トレーナー

森之宮病院
事務部
フロントサービス課主任
下里 忠光トレーナー

森之宮病院
診療部
医療社会事業課課長
藤井 由記代トレーナー

森之宮病院
診療部
地域医療連携室課長
杉浦 美保トレーナー

森之宮病院
リハビリテーション部
作業療法科科長
砂古口 雅子トレーナー

Why

ダイエットが
成功しないのは
なぜか？

カロリーを
摂取しすぎて
いるからか？

摂取回数が
多いからか？

1回のカロリー摂取
量が多いからか？

代謝による消費
が少ないからか？

運動による消費
が少ないからか？

摂取したカロリー
が十分消費されて
いないからか？
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４
日
間
の
研
修
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、そ
の
結
果
、「
も
う
一
度
、課
題
解
決
ス

キ
ル
を
学
び
た
い
」、「
よ
り
実
践
的
な
業
務

課
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、ト

レ
ー
ナ
ー
と
研
修
事
務
局
で
検
討
し
、「
課
題

解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
」を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　「
医
療
・
介
護
の
専
門
職
は
、限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
即
座
に
解
決
策
を
考
え
る
の
は
得

意
で
す
が
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ

た
の
か
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
す
る
力
が

弱
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
」と
語
る
ト
レ
ー

ナ
ー
の
柴
田
副
部
長
と
杉
浦
課
長
。
様
々
な

ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
る
中
で
、今
回
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
は
現
場
の
管
理
職
が
苦

手
と
す
る「
課
題
発
見
か
ら
課
題
分
析
ま
で

の
流
れ
」に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
2
0
1
5
年
1
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、

4
日
間
の
研
修

を
受
け
た
全
受

講
者
に
対
し

て
、2
時
間
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
受

講
者
は
、事
前

課
題
と
し
て
、

現
場
の
管
理
職
が
苦
手
な

「
問
題
の
深
掘
り
」に
焦
点
を
当
て
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
修
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
み
る
と
、約
8
割
の

受
講
者
が
論
理
的
な
考
え
方
や
分
析
ツ
ー
ル

の
使
い
方
が
身
に
付
い
て
い
る（
円
グ
ラ
フ

１
）、約
6
割
の
受
講
者
が
学
ん
だ
論
理
的
な

考
え
方
や
分
析
ツ
ー
ル
を
実
践
し
て
い
る

（
円
グ
ラ
フ
２
）と
回
答
し
て
い
ま
す
。
受
講

者
も
課
題
解
決
ス
キ
ル
が
少
し
ず
つ
身
に
つ

い
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、「
こ

の
研
修
を
機
に
自
分
た
ち
自
身
で
学
習
し
て

成
長
し
て
い
く
構
造
を
構
築
し
、職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
き
た
い
」と
語

る
宮
井
副
理
事
長
。
ま
た
、天
野
常
務
理
事
も

「
他
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
組
織
に
は
な
い„
人
財“
が

育
ち
、次
世
代
を
担
う
管
理
職
を
育
成
す
る

と
い
う
非
常
に
価
値
の
あ
る
投
資
を
今
後
も

行
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。
ま
た
、ト

レ
ー
ナ
ー
た
ち
か
ら
も「
管
理
職
た
ち
の
口

か
ら『
ロ
ジ
ッ
ク
』や『
M
E
C
E
』と
い
う
言

法
人
内
の
次
世
代
の
育
成
、

そ
し
て
法
人
外
へ
の
展
開
も
視
野
に

研修を振り返って　トレーナーの感想 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
後
、正
式
に
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
3
年
10
月
か
ら
は
、主
任
・
科
課
長

1
4
6
名
全
員
に
対
す
る
4
日
間
の「
課
題

解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
名
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
2
人
1
組
で
講
師
を

務
め
、各
回
10
名
前
後
の
受
講
者
が
4
日
間
、

論
理
的
思
考
方
法
や
ツ
ー
ル
等
の
手
法
を
用

い
た
課
題
発
見
か
ら
分
析
、解
決
策
の
立
案

を
学
び
ま
し
た
。

　
課
題
解
決
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
１
日
目

は
、課
題
発
見
を
学
び
ま
す
。「
現
状
」と「
目

標
」の
ギ
ャ
ッ
プ
が「
問
題
・
課
題
」と
な
る
た

め
、正
確
な
現
状
分
析
と
適
切
な
目
標
設
定

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
２
日
目
は
、課
題
分
析

の
ス
テ
ッ
プ
に
入
り
ま
す
。「
M
E
C
E

（
ミ
ッ
シ
ー
、も
し
く
は
ミ
ー
シ
ー
）」や「
ロ

ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
」の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、モ
レ

な
く
ダ
ブ
り
な
く
問
題
の
原
因
を
抽
出
す
る

方
法
を
学
び
ま
す
。
３
日
目
は
、課
題
分
析

ツ
ー
ル
で
あ
る「
2
軸
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」や

「
プ
ロ
セ
ス
分
解
」を
学
び
、様
々
な
ツ
ー
ル

を
駆
使
し
、問
題
の
真
の
原
因
で
あ
る「
真

因
」を
特
定
し
ま
す
。
最
終
日
の
４
日
目
は
、

特
定
さ
れ
た
真
因
の
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、そ
れ

ら
の
ア
イ
デ
ア
を

評
価
し
て
、実
行

プ
ラ
ン
を
作
る
流

れ
を
学
び
ま
す
。

以
上
の
４
日
間
の

研
修
を
2
0
1
4

年
10
月
ま
で
に
全

受
講
者
に
対
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

課題解決スキル強化ワーキングの風景

リハビリテーション
部での本格的な課題
解決手法の導入に向
けて頑張りたいと思
います（椎名）

実践を積むことで自
らに滲みていく力と
なります。管理職の真
剣な取り組みを心強
く思いました（正壽）

トレーナーとしてプ
レッシャーを感じま
したが、管理職の真剣
な姿勢を大変嬉しく
感じています（柴田）

現場で活用できるか
がカギです。活用意欲
に つ な が る こ と を
願っています（福井）

多職種の課題やアイ
デアを共有する貴重
な研修となりました

（貝塚）

たった４回の研修で
見事に自分のものに
している管理職の姿
に感動しています（舘
川）

負担は大きかったで
すが、現場の事例で発
表や振り返りができ
たことは意義がある
と感じました（下里）

皆さんの真摯な取り
組みのおかげで、現場
の課題を楽しく整理
できました（藤井）

他 施 設 の 管 理 職 の
方々と課題を共有し、
私自身も頑張ろうと
パワーをもらいまし
た（杉浦）

積極的な研修への取
り組みが、業務にも反
映されていることを
実感しました（砂古口）

葉
が
自
然
と
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
今
後
も
課
題
解
決
ス
キ
ル
を
持
っ
た
ス

タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」、「
研
修
を

通
し
て
、課
題
解
決
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

管
理
職
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
も
同
時
に
伝

え
て
い
き
た
い
」と
の
抱
負
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
管
理
職
だ
け
で
な
く
一
般
職
員
も

対
象
と
し
た
本
研
修
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、日
経
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
特
集

「
リ
ー
ダ
ー
、育
て
て
い
ま
す
か
？
〜
経
営
支

え
る
人
材
の
育
成
で
変
革
時
代
を
生
き
抜
く

〜
」（
2
0
1
4
年
12
月
号
）で
も
、課
題
解
決

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、将
来

的
に
は
法
人
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
外
部
講
習
会
の
開
催
や
研
修
テ

キ
ス
ト
の
出
版
等
、法
人
外
へ
展
開
し
て
い

く
こ
と
も
視
野
に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
道
会
の
成
長
に
ぜ

ひ
ご
期
待
下
さ
い
。

論理的な考え方や分
析ツールの使い方は
身につきましたか？

学んだ論理的な考え
方や分析ツールを実
践していますか？

かなり身に
ついている

少し身に
ついている

少し実践
している

72%

51%

5%

5%

2%

8%

18%

24%

15%

あまり身に
ついていない

どちらとも
言えない

どちらとも
言えない

あまり実践
していない

全く実践
していない かなり実践

している

（円グラフ1）

（円グラフ2）

自
部
署
の
業
務
課
題
を
発
見
し
、そ
の
問
題

が
な
ぜ
生
じ
て
い
る
か
、ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー

を
用
い
て
分
析
し
ま
し
た
。
研
修
当
日
は
、事

前
課
題
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、質
疑
応
答
や
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講

評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
業
務
課
題
を
深
掘
り

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、多
く
の
受
講
者
が
課

題
の
発
見
か
ら
分
析
に
至
る
ス
テ
ッ
プ
の
重

要
性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
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O M I C H I
A C A D E M Y

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
理
学

療
法
学
会（
以
下
、W
C
P
T
）に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
W
C
P
T
は
4
年
ご
と
に

開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
の
理
学
療
法
学
会
で
、

今
回
は
世
界
1
1
4
か
国
か
ら
3
5
3
8
名
、

日
本
か
ら
は
参
加
国
中
最
多
の
4
3
4
名
が

参
加
し
ま
し
た
。「
脳
卒
中
」、「
小
児
」、「
筋

骨
格
系
」、「
神
経
学
」、「
ス
ポ
ー
ツ
」、「
ウ
ー

マ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
」、「
検
査
測
定
」、「
教
育
」等
、

非
常
に
多
く
の
分
野
で
口
述
発
表
や
ポ
ス
タ

ー
発
表
、基
調
講
演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、「
立
位
姿
勢
で
の
頭
部
回
旋
運
動
が

バ
ラ
ン
ス
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
」発

表
を
行
い
ま
し
た
。
日
常
業
務
に
お
い
て
移

乗
動
作
時
や
立
位
姿
勢
か
ら
の
方
向
転
換
時

に
、患
者
さ
ん
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
場
面
を

経
験
し
て
い
た
た
め
、回
旋
条
件
が
ど
の
よ

う
に
重
心
動
揺
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
健
常
成
人
で
検
証
を
行
い
ま
し

た
。
研
究
手
法
は
重
心
動
揺
計
の
上
で
立
位

姿
勢
を
保
持
し
、頸
部
回
旋
範
囲
を
20
度
、30

度
、40
度
と
3
つ
の
条
件
に
分
類
し
て
比
較

　
世
界
理
学
療
法
学
会
に
て
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
の
研
究
の
テ
ー

マ
は
、「
足
関
節
に
対
す
る
促
通
手
技
が
立
位

バ
ラ
ン
ス
に
及
ぼ
す
即
時
効
果
」で
し
た
。
日

常
の
臨
床
現
場
で
実
際
に
用
い
て
い
る
手
技

が
バ
ラ
ン
ス
能
力
に
対
し
ど
の
よ
う
な
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
か
と
い
う
事
に
対
し
以

前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
本
研
究
は
健

　
大
阪
で
は
3
回
目
と
な
る
本
学
会
は
、永

井
利
三
郎
大
阪
大
学
名
誉
教
授（
現
プ
ー
ル
学

院
大
学
教
授
）を
会
長
と
し
て
大
阪
大
学
医
学

部
小
児
科
の
神
経
・
代
謝
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と

な
り
、2
年
間
に
わ
た
る
周
到
な
準
備
を
経

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
児
神
経
科
医
は
、基

礎
研
究
、臨
床
医
学
か
ら
発
達
、社
会
活
動
に

至
る
様
々
な
領
域
に
関
わ
る
た
め
、国
内
外

か
ら
多
く
の
講
師
や
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
招
い

て
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
は
準
備
委
員
の
一
人
と
し
て
、特
に
脳

性
麻
痺
に
関
す
る
3
つ
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、実
践
教
育
セ

ミ
ナ
ー
、海
外
か
ら
の
招
待
講
演
、そ
し
て「
脳

性
麻
痺
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
1
0
0
人
が
参

加
さ
れ
、私
が
基
礎
的
な
診
断
・
分
類
方
法
を
、

聖
隷
三
方
原
病
院
の
横
地
健
治
医
師
が
詳
細

な
症
候
学
を
講
義
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、私
が
全
体
的
な
治
療
の
エ
ビ
デ
ン

ス
に
つ
い
て
、森
之
宮
病
院
の
柴
田
徹
副
院

長
が
整
形
外
科
的
治
療
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
ま
た
、旭
川
医
科
大
学
の
高
草
木
薫
教

授
が
姿
勢
と
運
動
に
関
わ
る
神
経
機
構
に
つ

い
て
最
新
の
知
見
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、B
o
y
d
教
授
が
急
な
事
情

で
来
日
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、招
待
講
演

は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、永
井
会

長
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
9
月
に
改
め
て

Bo
y
d
教
授
の
講
演
を
含
め
た
サ
テ
ラ
イ
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
海
外
の
治
療
の
優
れ
た
部
分
を
取

り
入
れ
、日
本
の
脳
性
麻
痺
医
療
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、全
国

か
ら
協
力
を
募
っ
て
成
功
に
結
び
付
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
森
之
宮
病
院
小
児
神
経
科
か
ら
は
、
平
井

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、頭
部
回
旋
条
件

で
は
20
度
と
比
較
し
て
40
度
で
有
意
な
重
心

動
揺
の
増
大
を
認
め
、
頸
部
回
旋
時
に
対
側

前
方
に
重
心
が
移
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。
発
表
後
、多
く
の
方
か
ら
質
問
を
受

け
、研
究
の
視
点
を
広
げ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
加
え
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル

編
集
者
か
ら
執
筆
依
頼
を
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
回
は
健
常
成
人
を
対
象
に
研
究

を
行
っ
た
た
め
、今
後
は
転
倒
予
防
の
観
点

か
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
学
会
に
初
参
加
し
、様
々
な
国
の
セ

ラ
ピ
ス
ト
と
話
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

学
会
の
特
徴
と
し
て
、日
本
に
比
べ
海
外
の

セ
ラ
ピ
ス
ト
は
治
療
の
介
入
研
究
が
多
い
と

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
普
段

の
臨
床
業
務
に
お
い
て
も
、評
価
を
適
切
に

行
い
、治
療
の
有
効
性
を
検
証
す
る
点
で
類

似
し
て
お
り
、改
め
て
日
々
の
臨
床
を
大
切

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

常
成
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
被
験
者

は
足
関
節
の
随
意
的
な
足
関
節
底
屈
・
背
屈
運

動
を
行
っ
た
場
合
、も
し
く
は
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
足
関
節
に
対
す
る
促
通
手
技
を
受
け
た
場

合
に
、ど
ち
ら
が
片
脚
立
位
バ
ラ
ン
ス
の
改

善
が
見
ら
れ
た
か
を
検
証
。
そ
の
結
果
、足
関

節
運
動
を
行
っ
た
場
合
の
方
が
、重
心
移
動

の
軌
跡
が
短
縮
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
バ

ラ
ン
ス
機
能
改
善
の
為
に
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
の

介
入
が
あ
る
場
合
の
方
が
よ
り
良
い
回
復
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、バ
ラ
ン
ス

機
能
改
善
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
長
期
的
な
介
入

の
結
果
は
不
明
の
た
め
、今
後
も
継
続
し
た

研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
会
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、脳
卒

中
の
上
肢
の
治
療
で
有
名
な
W
o
l
f
氏
が
、

単
純
に
機
能
回
復
の
み
を
論
じ
た
デ
ー
タ
で

は
不
十
分
と
、改
め
て
言
及
さ
れ
た
こ
と
で

し
た
。
日
本
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す

る
中
で
、活
動
・
参
加
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、当
院
で
臨
床
的
な
研
究
を
進

め
る
上
で
、そ
れ
ら
を
評
価
す
る
ア
ウ
ト
カ

ム
を
整
備
し
、活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
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4
月
、東
京
都
清
瀬
市
の
国
立
看
護
大
学

に
て
財
団
法
人（
厚
生
労
働
省
）ラ
イ
フ
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
主
催
の
本
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
近
年
、が
ん
治
療
を
終
え
た
、あ
る
い
は
、

治
療
を
受
け
て
い
る
が
ん
患
者
さ
ん
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
が
ん
は
、不
治
の
病
と
い

わ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、が
ん
と
共
存
す
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
の
中
で
、が
ん
リ
ハ
ビ
リ
が
が
ん
治
療

の
重
要
な
一
分
野
と
し
て
認
識
さ
れ
、診
療

報
酬
改
定
で
も
、が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
料（
１
単
位
2
0
5
点
、1
日
6
単
位

ま
で
算
定
）が
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
リ
ハ
ビ
リ
は
、予
防
的
、回
復
的
、維

持
的
、緩
和
的
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
単

に
機
能
回
復
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、

余
命
が
限
ら
れ
た
が
ん
患
者
さ
ん
の
機
能
維

持
や
緩
和
、周
術
期
か
ら
の
予
防
で
も
ア
プ

ロ
ー
チ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
看
護
師
だ
け

で
関
わ
っ
て
い
た
終
末
期
に
お
け
る
尊
厳
へ

の
関
わ
り
や
家
族
へ
の
関
わ
り
も
、リ
ハ
ビ

リ
の
視
点
を
取
り
入
れ
専
門
的
に
多
職
種
で

関
わ
っ
て
い
く
事
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今

後
、
森
之
宮
病
院
で
の
が
ん
リ
ハ
ビ
リ
が
軌

道
に
乗
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
ま

た
、
森
之
宮
病
院
の
一
人
で
も
多
く
の
が
ん

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
接
遇
の
ポ
イ
ン

ト
は
3
つ
あ
り
、尊
重
す
る
、誰
に
対
し
て
も

隔
た
り
な
く
接
す
る
、利
用
者
か
ら
常
に
見

ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

忙
し
く
て
も
し
っ
か
り
と
状
況
説
明
を
し
、

相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ら
は
、忙
し
く
な
る
と
疎
か
に
な

　
今
回
の
研
修
会
は
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
が
、特
に
個
人
情
報
管
理
規
定
に

つ
い
て
は
、と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
が

多
く
、改
め
て
気
を
引
き
締
め
て
取
り
扱
い

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　
私
達
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
は
、患
者
さ

ん
が
私
達
を
信
頼
し
提
供
し
て
下
さ
っ
て
い

る
も
の
で
、電
子
カ
ル
テ
は
も
ち
ろ
ん
、Ｉ
Ｄ

も
個
人
情
報
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
と
え
メ
モ

１
枚
で
あ
っ
て
も
取
り
扱
い
に
注
意
を
払
う

べ
き
で
、院
内
で
の
職
員
同
士
の
会
話
に
も

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
簡
単
に
利
用
出

来
ま
す
が
、一
旦
、ネ
ッ
ト
上
に
漏
れ
て
し
ま

っ
た
情
報
や
画
像
は
瞬
く
間
に
広
が
っ
て
し

ま
い
、そ
れ
を
回
収
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可

能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
近
、個
人
情
報
流
出
が
多
々
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、「
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て

い
る
」と
い
う
自
覚
と
、「
院
内
で
あ
っ
て
も

誰
が
ど
こ
で
聞
い
て
い
る
か
、見
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
」と
い
う
意
識
を
常
に
も
っ
て
、

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聡
里
医
師
、大
村
馨
代
医
師
、北
井
征
宏
医
師

が
脳
性
麻
痺
や
先
天
性
神
経
疾
患
に
関
す
る

口
演
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
小
倉
加
恵
子
医

師
は
、厚
生
労
働
省
に
よ
る
制
度
の
改
定
に

関
わ
っ
た
経
験
か
ら
、小
児
慢
性
特
定
疾
病

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
に
携
わ
り
、

座
長
と
演
者
を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、当
科
か

ら
大
阪
大
学
に
移
っ
た
青
天
目
信
助
教
は
、

学
会
事
務
局
長
と
し
て
企
画
か
ら
運
営
ま
で

責
任
者
と
し
て
重
責
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
阪
大
学
小
児
神
経
・
代
謝
グ
ル
ー
プ
が
総

力
を
挙
げ
て
企
画
し
た
本
学
会
は
、過
去
最

高
の
2
2
0
0
人
以
上
の
参
加
者
を
集
め
、

成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。
特
に
脳
性
麻
痺

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
数
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
体
で
2
番
目
の
4
0
0
人
近
く
に
達
し
、

初
企
画
と
し
て
は
予
想
外
の
大
成
功
を
収
め

ま
し
た
。
小
児
神
経
科
医
の
中
で
脳
性
麻
痺

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
興
味
が

高
ま
り
、レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
も
大
道
会
全
体
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、そ
し
て
普
段
か
ら
私
達
を

支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の

お
か
げ
で
す
。
今
後
も
学
会
活
動
を
通
じ
て

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
達
の
医
療
レ
ベ
ル
の

向
上
に
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

必
要
性
を
再
認
識

日
程
…
4
月
4
日
、5
日

場
所
…
東
京
都 

国
立
看
護
大
学

森
之
宮
病
院
看
護
部

7
階
東
病
棟
主
任

長
井 

治
江

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
践
セ
ミ
ナ
ー

参加報告

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
と

大
道
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た

日
程
…
5
月
12
日

場
所
…
森
之
宮
病
院
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル

森
之
宮
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
科

佐
藤 

玲
名

職
場
に
お
け
る
個
人
情
報
の

保
護
意
識
が
高
ま
っ
た

森
之
宮
病
院

画
像
診
断
部

画
像
診
断
科

國
方 

恵
梨
子

講義を行う
荒井部長

柴田副院長に
よる講義

セミナー終了後の喜びの顔

キ
ャ
リ
ア
入
職
者
研
修
会

参加報告

り
が
ち
で
す
が
、そ
う
い
っ
た
積
み
重
ね
が

相
手
を
安
心
さ
せ
、信
頼
関
係
へ
つ
な
が
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
相
手
の
身
に
な
り
、丁
寧
な

説
明
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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む
し
歯
予
防
の

啓
発
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す

森之宮病院

　
4
月
22
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
大
阪
・
桐
の
間
で
ボ
バ
ー

ス
記
念
病
院
の
看
護
部
新
人
歓
迎

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
人
看
護
師
が
36
名
参

加
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
自

己
ア
ピ
ー
ル
。そ
の
後
、
先
輩
方
に

新
人
の
ア
ピ
ー
ル
を
ど
こ
ま
で
覚

え
て
い
る
の
か
を
答
え
て
も
ら
い
、

一
番
答
え
の
多
か
っ
た
新
人
が
優

秀
賞
を
獲
得
す
る
と
い
う
催
し
を

行
い
ま
し
た
。
初
々
し
く
必
死
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
新
人
と
、程
よ
く
ア

ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
状
態
で
必
死

に
覚
え
よ
う
と
す
る
先
輩
方
。自

分
の
出
身
地
や
趣
味
、
家
族
の
話

等
、
色
々
な
情
報
が
飛
び
交
う
中
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

次
第
に
新
人
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

3
人
の
中
か
ら
19
も
の
答
え
が
出

た
新
人
が
優
秀
賞
を
取
り
ま
し
た
。

（
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
看
護
部
3

階
病
棟
主
任
　
江
本
幸
代
）

　
今
年
4
月
か
ら
毎
月
第
3
土
曜

日
に
4
階
デ
イ
ル
ー
ム
で
、
入
院

中
の
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
を
対
象

に
、
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
看
護
認
定
看
護
師
に
よ
る
脳
梗

塞
・
脳
出
血
の
再
発
予
防
に
関
す

る
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
様
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
リ

ハ
ビ
リ
時
間
が
少
な
め
で
ご
家
族

も
来
院
し
や
す
い
土
曜
日
の
午
後

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
は
1
年
以
内
に
10
人
に

1
人
、10
年
以
内
に
は
2
人
に
1
人

沖
縄
の
唄
ラ
イ
ブ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

森之宮病院

　
6
月
17
日
、森
之
宮
病
院
1
階

こ
も
れ
び
広
場
に
て
チ
ャ
ー
ビ
ラ

ー
ズ
に
よ
る
沖
縄
の
唄
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ー
ビ
ラ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
が

お
越
し
下
さ
る
の
は
、今
回
で
4

回
目
で
す
。「
島
唄
」、「
島
人
ぬ
宝
」、

「
花
」、「
ハ
イ
サ
イ
お
じ
さ
ん
」等

の
曲
を
含
め
、計
6
曲
を
披
露
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　「
ハ
イ
サ
イ
お
じ
さ
ん
」は
、あ

の「
変
な
お
じ
さ
ん
」の
元
と
な
っ

た
曲
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、楽
し

い
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
を
左
右

に
動
か
し
て
、ま
た「
安
里
屋
ユ
ン

タ
」と
い
う
曲
で
は「
サ
ァ 

ユ
イ
ユ

イ
」と
合
い
の
手
を
入
れ
て
、聞
い

て
い
る
側
も
参
加
し
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ー
ビ
ラ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
の

演
奏
と
歌
声
で
、沖
縄
の
風
と
香

り
を
感
じ
、心
の
栄
養
補
給
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
楽
し
い

ラ
イ
ブ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

は
再
発
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
て
も
再
発
し
や
す
い
病
気
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
頂
き
、再
発
の

リ
ク
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
や
内
服
継
続

の
必
要
性
、
食
事
や
禁
煙
指
導
等
、

日
常
生
活
の
注
意
点
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
退
院

後
に
ご
自
宅
で
活
用
し
て
も
ら
い

や
す
い
よ
う
に
脳
卒
中
を
疑
う
症

状
を
一
覧
に
し
た「
こ
ん
な
時
に
は

迷
わ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
」の
ポ
ス
タ
ー
も
お
渡
し
し

て
、よ
り
身
近
な
勉
強
会
と
な
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
勉
強
会
で
さ
ら
に
自
分
の

体
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
退
院
後
も
健
康
を
維
持
で

き
、
よ
り
良
い
人
生
の
再
出
発
が

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
看
護
部
５
階
東
病

棟
科
長
　
安
福
偉
子
）

スタッフによる妖怪ウォッチ劇

会場が一体となって盛り上がりました勉強会の案内掲示や配付資料

脳
梗
塞・脳
出
血
の
再
発
予
防
に

関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

森之宮病院

　
毎
年
、
森
之
宮
病
院
の
歯
科
衛

生
士
と
歯
科
衛
生
士
養
成
校
の
臨

床
実
習
生
で
む
し
歯
予
防
の
啓
発

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
子
ど
も
達
に
大
人
気

の
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
扮
し
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

が
大
好
き
な
コ
マ
さ
ん
が
、
妖
怪

む
し
歯
伯
爵
に
よ
り
む
し
歯
に

な
っ
て
し
ま
う
内
容
。ジ
バ
ニ
ャ

ン
達
と
一
緒
に
歯
医
者
さ
ん
に
行

き
、
キ
ラ
キ
ラ
銀
歯
を
つ
け
て
も

ら
い
、最
後
に
む
し
歯
に
な
ら
な

い
た
め
に
子
ど
も
達
と
３
つ
の
お

約
束
を
し
ま
し
た
。①
よ
く
噛
ん

で
何
で
も
残
さ
ず
食
べ
よ
う
、②

お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て
食
べ
よ

う
、③
忘
れ
ず
歯
を
み
が
こ
う
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続

け
て
、
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
歯
科
診
療
部
　
日

和
潮
音
）

今
年
も
看
護
部
新
人
歓
迎
会
を

開
催
し
ま
し
た

ボバース
記念病院

し
た
。

（
森
之
宮
病
院
診
療
技
術
部
栄
養

サ
ー
ビ
ス
科
　
寺
西
有
衣
）
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副理事長秘書

奥田陽子 課員

ただ今、奮闘中 #50
頑張っている職員に注目！

　奥田陽子秘書は森之宮病院開院の年に入職し、勤続10
年目。まだ10年!?と思うほど良い意味で貫禄たっぷりです。
あらゆる部署から頼られ、また、きちんと対応するので信
頼はとても厚いです。宮井副理事長の秘書としての働き
ぶりは院内外からお墨付きですが、ここでは違う一面を
ご紹介します。
　当法人の各プロジェクトでは事務的業務に加え、広い
視野で全体を見渡し、縁の下から献身的に支えています。
また、広報推進委員会へアドバイザーとして参加し、広報
の活性化に燃えています。一方、平成24年には働きながら
大学院へ通い、ＭＢＡ(経営管理修士)を取得、その後も個
人的に各種研修会に積極的に参加し自己を高め続けてい
ます。海外のグローバルリーダーの育成研修にまで参加
したのには驚きましたが、１週間のプログラムを外国人
の中でこなし、一段とパワーアップして帰国しました。
　それから、一緒に勉強する人も
探していますので、負けない自信
のある方はご一報下さい。

（森之宮病院事務部庶務課主任　
川谷真紀）

田
中
裕
子
副
部
長
が

大
阪
府
看
護
事
業
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た

森之宮病院

大
橋
知
行
名
誉
副
院
長
が

平
成
27
年
度
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
の

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

森之宮病院

　
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り

公
衆
衛
生
事
業
の
た
め
に
献
身
的

活
動
を
続
け
、
功
績
が
顕
著
で
あ

り
、
そ
の
事
業
に
携
わ
る
者
の
模

範
と
な
る
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
森
之
宮
病
院
大
橋
知
行
名
誉
副

院
長
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
障
が

い
の
あ
る
多
く
の
方
々
の
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
理
学
療

法
士
の
立
場
か
ら
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
脳
性
麻
痺
等
の
小
児
の
分

野
、
脳
卒
中
後
遺
症
の
成
人
の
分

野
で
は
、
治
療
を
通
し
て
多
く
の

人
達
の
社
会
復
帰
を
お
手
伝
い
す

る
と
と
も
に
指
導
的
役
割
を
果
た

し
、
研
修
会
や
講
習
会
等
を
通
し

て
全
国
に
わ
た
っ
て
多
く
の
療
法

士
を
育
て
ま
し
た
。地
域
で
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
療

法
士
の
派
遣
か
ら
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
的
な
立
ち
上

げ
を
始
め
、
様
々
な
健
康
増
進
、
地

域
保
健
活
動
や
介
護
保
険
事
業
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
バ
ー
ス
研
究
会
会
長
、

大
阪
府
理
学
療
法
士
連
盟
会
長
、

授賞式後の記念撮影

式典の様子

　
5
月
12
日
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
誕
生
日
。
そ
れ
に
ち
な
み
、全

国
で
看
護
職
と
市
民
、行
政
、保
健

医
療
福
祉
関
係
者
等
が
協
力
し
て

「
看
護
の
祭
典
」の
催
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
5
月
９
日
、大
阪
府
看
護

協
会
ナ
ー
シ
ン
グ
ア
ー
ト
大
阪
で

は
、大
阪
府
で
勤
務
年
数
20
年
以

上
の
功
労
者
を
表
彰
す
る
大
阪
府

看
護
事
業
功
労
者
の
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
、森
之
宮
病
院
か
ら
田
中

裕
子
副
部
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
副
部
長
は
昭
和
56
年
か
ら

献
身
的
に
看
護
実
践
に
着
手
。
平

成
元
年
、当
法
人
に
入
職
。
21
年

に
は
副
看
護
部
長
へ
昇
進
。
業
務

改
善
・
教
育
体
制
構
築
・
Ｗ
Ｌ
Ｂ
へ

の
取
り
組
み
、労
務
管
理
に
関
す

る
研
究
・
院
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し

て
優
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
と
て
も
熱
い
看
護
観
と
教
育
へ

の
想
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
看
護
部

を
活
気
づ
け
、発
展
へ
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、森
之

宮
病
院
看
護
部
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
手
作
り
し
、疲
れ
た

看
護
師
を
癒
し
て
く
れ
る
等
、優

し
い
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
、

看
護
部
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
副
部
長
で
す
。
今
後
も
看

護
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
看
護
部
部
長
　
福

岡
幸
代
）

大
阪
府
理
学
療
法
士
会
相
談
役
等

を
歴
任
し
、
多
方
面
の
活
動
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
施
設
・
病
院
・
地

域
等
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
理
学
療
法
士
の
立

場
か
ら
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
当
院
か
ら
の
受
賞
は
平
成
23
年
、

紀
伊
克
昌
名
誉
副
院
長
に
続
き
２

人
目
と
な
り
、
当
院
の
社
会
貢
献

に
対
す
る
取
り
組
み
を
一
層
育
て

な
く
て
は
と
気
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

（
森
之
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
部
長
　
永
島
智
里
）

7 Live30   2015年7-8月号



Live30【ライブ・サーティ】
2015年7-8月号 vol.211〈隔月発行〉
編集発行人／社会医療法人大道会
〒536-0023　大阪市城東区東中浜 1-5-1
TEL.06（6962）9621  FAX. 06（6963）2233

●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成
●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・ご利用者）
待たさない／よく説明する／連携する

■大道会

社会医療法人大道会本部
TEL 06（6962）9621
森之宮病院
TEL 06（6969）0111
ボバース記念病院
TEL 06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
TEL 06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
TEL 06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
TEL 06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
TEL 06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
TEL 06（6967）1123
訪問看護ステーションおおみち森之宮営業所
TEL 06（6942）3737
訪問看護ステーション東成おおみち
TEL 06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
TEL 06（6964）5285

ケアプランセンター東成おおみち
TEL 06（4259）5311
レンタルケアおおみち
TEL 06（6967）6250
特別養護老人ホームサンローズオオサカ
TEL 06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
TEL 06（6974）7377

●大道会ホームページ
http://www.omichikai .or. jp

大道会

INFORMATION

編 集 後 記

森之宮病院が在宅療養後方支援病院になりました

森之宮病院心臓血管外科加藤雅明部長が朝日放送「おはよう朝日」に出演しました

ご寄付を頂きました

　6月24日（水）、ABC朝日放送「おは
よう朝日」の「けさのクローズアッ
プ」コーナーに森之宮病院心臓血管
外科加藤雅明部長が出演しました。
「けさのクローズアップ」は、日常生
活に役立つ情報を届けるコーナー
で、今回は大動脈解離がテーマでし
た。
　番組の中で加藤部長は、「大動脈解
離は大動脈の血管が裂ける病気で、

突然、痛みが起こり、その痛みが移動
してしまうことから、的確な診断が
されないケースもあります。発症し
た方の約２割が病院に着く前に亡く
なってしまう怖い病気です。遺伝的
な要因で発症する場合もあります
が、高血圧と関係が深いことが分か
っていて、大動脈解離になる人の約3
分の2が高血圧でした。過剰な塩分
摂取を控え、適度な運動を心がけま

　田島宗太様（石川県）、川上徳昭様
（東京都）よりご寄付を頂きました。
ありがとうございます。有意義に
活用させて頂きます。

　森之宮病院では地域の在宅医療に
少しでも貢献できるよう、在宅療養
後方支援病院を申請しました。
　ご自宅で在宅療養中の患者さんの
緊急時に24時間対応し、必要に応じ
て入院の受け入れをします。登録医
を通じて、事前に当院に情報をご提
供頂き、患者さん・ご家族の状況を事

前に面談させて頂くことで、スムー
ズな対応をさせて頂きます。
　患者さんが安心して地域で暮らし
ていけるように、今後も引き続き、登
録医と連携し、後方支援していきま
す。
（森之宮病院診療部地域医療連携室
課長　杉浦美保）

　暑い季節になりました。夏休み
やお盆休みにレジャーへ出かける
方も多いのではないでしょうか。
　私は暑い季節が苦手でしたが、
入職後、夏季休暇に沖縄を旅行し
たことがきっかけで、好きになり
ました。沖縄の青い海と空が綺麗
で、開放的な気分になります。昨
年の夏季休暇では、気持ちが高ぶ
り過ぎたのか旅行先で風邪を引き
ました。
　楽しい予定が続き、計画する時
間もわくわくしますが、夏バテし
ないように体調管理をしようと思
います。
（広報推進委員／森之宮クリニック
企画広報部　筧友里恵）

しょう」と解説しました。

テレビ取材を受ける加藤医師

森之宮病院小児神経科小倉加恵子医師の研究が日本学術振興会の
平成27年度学術研究助成基金助成金の基盤研究に採択されました

　独立行政法人日
本学術振興会の平
成27年度学術研究
助成基金助成金の
基盤研究に、森之
宮病院小児神経科
小倉加恵子医師が

申請した課題「脳性麻痺児の読み書
き・計算における強みと弱み及びそ
の神経基盤の解明」が採択されまし
た。
　小倉医師は鳥取大学附属病院脳神
経小児科にて小児神経学を研鑽した
後、東北大学大学院医学系研究科で

高次脳機能障害について先端的な研
究に携わっていました。森之宮病院
で診療を受けている脳性麻痺等の運
動障害があるお子さんは、より複雑
な機能の問題をしばしば抱えておら
れます。そのような患者さんの問題
を脳機能の面から解明し、より適切
な介入方法につなげたいと、昨年秋
に入職しました。
　小倉医師は、「当法人では、脳性麻
痺の患者さんに対してライフステー
ジを通した包括的な支援をめざすプ
ログラムが始まりました。脳性麻痺
の患者さんは認知機能に特徴がある

と言われていますが、十分には分か
っていません。例えば、読み書きや
計算の能力は学習に直結し、就学や
社会的自立・就労にも欠かせない要
素です。私達はその特徴についての
理解をもっと深める必要があると思
っています。森之宮病院の様々な職
種のスタッフと協力し、神経イメー
ジングデータと組み合わせること
で、患者さんの成人期に向けた適切
かつ科学的な支援を提供できるよう
に本研究を進めていきたいと考えて
います」と語っています。
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